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さきがけ磁場観測とハレー琴星

東北大学理学部斎藤尚生

「研究組介」を厳街に受けとると，寸:HiliJI'成よ~

報告にのせたI也峰気脈動や宇宙線や機株開発的i'l

:ij:i も {I~:かねばならないのだろう。しかしここでは，

さきがけによる太陽風磁場(IMF) の観iJIIJ研究だ

けに日山を絞ることにする。それは一q生♂魁命に御

戸f彼主i般且いた-ヰ，j':'1山

mv刊os叫t I屯ga叫to引r、が采たすべき義J務奇だと忠う。

さきがけで太陽風磁場を観測する伺的はふたつ

あった。二半球モデJレの検証とハレー封昼の研究

である。(二半球モデノレよりもバレリーナ・スカ

ト・モデルというニックネームのほ 7 が知l られ

ているかもしれ主い。)店、j主はさきがけfJトげ前に

過去のデータを解析して.図 l のような太陽凶の

II年変化についてのこ半球モデノレを提唱していた。

さきがけは去年の 2 H19 日から雌場lII.iJIII を開始し

た。モデルから予期l したように，データは明らか

に何1いた太陽 IIlI磁気中刊 1M (凶 len と，それに

1'1とう太陽胤の27 日回~Il:性(図 I J)f)を刀、していた。

しかも.その何1 きを立自己しているのは太陽而Li大

J)Efi§1!J.!jて'あることをつきとめた。この紡米は 11'1夏

スイスの 1£1際会議で発表さ tl. D.ReideI 宅|から

1:11 昂II されて日本の成虫;発表第 l 号と主った。

そのうちハレーヨ lr が近づき，イオノテイノレを

やII ばし始めた。店、迷は.世界中のさま JT. 学者が日枕

したように，哲 iI! の Lt がちぎれる税象 (I 哨号 DE)

がし、つおこるかを 181 11i棋をのんでよt!.~っていた。ニ

ードナーは「当時 4 は一般に太陽問中世 i 而をくぐり

抜けると必ず惚気 Ilf 結合によって lll~ を起こす J と

t.st 叩 l していた。このモテソレは世界'I'の〉工説となっ

ていた(図 2 A) 。

ところが、さきがけ観測から，このニードナー

説に Ii するふたつの ~ji しい現象が比 i·1 かった。ひ
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ヰ主Iiにむさきがけはその日ハレー主孝弘の l 流II町で

太陽l舗の rl·'性 lUI を通過した。ニードナー説的検証

に絶好の機会が到米した。ところがニードナー説

に反して i韮に筈l，\ の尾はちぎれなかった.そこで

私達はこの観測ギ実を次のような新しいモデルてω

説明した。さきがけデータによるとこのとき太陽

l制中旬 l両は慧g.の軸にほぼ平行なはど平らでしか

も紛1かなひだを持っていた。ニのような条件では

普μの尾の中で磁力線再結令は部分的にゆっくリ

jJ!Hj していくので DE として税制 IJ きれなくてもよ

いのて'ある(図 2 C) 。これは「準-'l'行モデル J と

して Naw 刊誌に発表され，ニードナー白身も rea

sonablc だと誌、めた。

その他にも店、述は 600 枚以上のハレ一位矧の写

-!~を制作して、 l凶帰 1ドの挺1i L現象をすべて制べあ

げた。それらの後乱機柿の説明は*術研報告にi. f!

ることにして内ぴ太陽閤量lI. iJiJ J の百円に灰ろう。

ハレー松般近以後も太陽問中性而はどんどん平

たくなり i韮に太陽風船場の 27n 凶 'J'rjl 伯がなくな

ってしまった([宝 11 Dg 参mO.fllrl すると "I' たさは

とつはイ Y名な 12 rJ 31 1:1のり E~k 援活 L現象である(図

2B)。さきがけデータを調べて見るとこの口皆 JI!'

は小性 I(li をくぐり抜けなかったのに DE を起こし

たニとがわかった。更に解析するとコロナルホー

ルから吹き :H した向述太陽胤ストリームの激しい

，t!.づきの中にこのとき笥坐が'犬人していたことが

わかった.そこで「太陽風向動圧が急に」、えた為

に皆 JI~. J.€lfI;にプラズ7の塊が発生して胤卜に流れ

た J という Dynamic pressuremodel(通称風の

息モデル)が従 un された。これはンミュレーショ

ンからむ大変よく説明できた。このしくみは.

cn;~のオーロラ嵐の発生機備に大変似ている。オ
ーロラ I~が発 'I するときに地球の磁気凶見て'起こ

っているドラ?を，私j主は白で見る ~lゅ、できない。

勾 JI~ ではそれがはっきり比える。暫主'料学:や比較

f~1I!磁気|割学がiT\枕されるゆえんである。このモ

デノレは米包|のGRL誌に発表された。

そうしているII\Jにむ太防問中制而は子恕された

ようにどんどん -'I' りになってきた(図 I Cg参!附)。

そしてさきがけは i韮にハレー披按近の口を迎えた。
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図 1 ，太陽園の竹年変化についてのこ半球モデル。
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図 モデル 奇障害|イオン尾 l 観測例
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図 2. 太陽圏中性画と琴星イオン尾の関係lこついての= ドナー・モデルCA)と，さきがけ磁

場観測から新たに見出されたふたつのモテルC B, C)o

日面純度附にして i1i か 8・以下である。さきがけは

今.人知の飛矧休による観測の際史始まって以米

一番半たい "I' 性 lID を持った太陽凶を観測しつつあ

るところである。

このことは手間的に大変重要な官、味を持つ。制 t

~物( '，1，\占・1'!J;l 1等の磁場)が l取り除かれた太陽

閣の Jf， (J~ が研究できるからである。しかも太陽活

動似小!ti l は，妙に今迄研究ー卜のと E 内として残され

ている。原引太陽悶が解明されたあと，どのよう

に雑~物が !JII わって， どのようにして半たい中性

面が再び傾いていくのか?これも太陽閤に関する

大事な研究である。さきがけ観測続行の亙裂性が

lUI ばれるゆえんである。

紙 lill も少主くなったが，さきがけの磁力引はこ

のほかに 700TJkm も上流までハレー当長起源のイ

オンが広がっていることを比つけた。太陽風磁場

不辿続に関する詳しい性質も解明されている。太

陽を発した擾乱がどのように¥.l ujt.~n~ 空間と地球磁

3

気凶に影響を伝えていくかの機桃も研究された。

木制の最初からここまで述べて来た内容の詳制は

20制以」の論文に編められている。これらの研究

は一切平尾・伊藤Ijllj先生や者い研究者逮IMFチー

ムの共同研究によるもので， もちろん「私の研究」

ではなし、。むしろ研究を可能にして干さった宇宙

術的皆さん全体による共同省庁究と言うべきであろ

う。(さいとう たかお)

…向車京ヲお知らせ

宇宙構造物研究会

期 日 II!休日 61lt' 11 月 13 EI 附 -14 日制

場所宇街科学研究所68り館会議室

問合せ先 cj_:'1且{科学研究所研究協力謀

共同利用係 (467)1111(内 235 )



"- ，骨 MT-135 型ロケットの打上げ

r.戸=〆 さる 8 月 20n の III 時20分と 13 時00
倒防 4\ II
広二五 \1 分に， KSC から， rp 府大気の出!主-
f 事情リ
℃と--戸/ J瓜の話|礼 III を Id 的とする MT-13512 ロ

ケ y 卜の 45 号機(写ぷ右)と 46 号機が打ち|一げら

れた。 45- 1，}機は正常で.発射後 III 秒てぜ·Itk而高度

58kml こ p主 L ，その 2 秒、後にハランユ トを聞いて.

搭4お|器はゆっくりと降下した。この尖験と In) 時

に，京都大学の MU レーダによる中層大気観相 I) ，

また岩手県綾盟で II 時00 分に気象庁ロケン卜の打

卜げが 1"' われ 3.' 与、協同観測に成功した。

なお 1 46~~機は発射後 II 秒で機休に Y~' 品を生じ

たので也/i llil はできなかった。((内川本宣 J

*大型振動試験装置の完成。 相模原-

ASTRO-C 以降， 1草川の大引化および大 E1 ロケ

ット計装部町振動試験に対処するために成淵体環

境試験械に j、虫振動装訟が設 i白f された(写兵下 L

JJ 日J4， 1J はランタム披て "14TONR.M.S の1i1t:1 J を持つ

文字通リの大町 l機で，副 ~'I U:型試験装 ;iq としては日 ;1

内て胴故大 JJH\ 'iのものである。

この裟~(の特徴は従来の別 IJ~ Ii: J-~ では 1註大振 l悩

25.4mm とされたのに対し 51 酬という大保側が得ら

れ f!軒喉 J式験む 可能としている。また村 i械 In ，積1. 2

m札 A士大 if( 11.!:3.5TON の霊前 HI;'! 制j~ lJ miJilJ台を備

えているので.かなりの大別供試休め成験に対応

できる。i1i 11i iP はデジタルi1i 'liiP により jjて防波.ラン

ダム波，各企f[i wi 峡放の試験がて"さる。

tJJ試験は 8 H 下旬より 9 H 末まて寸 l われる AS

TRO ーC とその打|げ削ロケ y ト M-3S 11-3 号機の

}I~ 捌前試験となる。(今滋戊夫)

4

*KM-Dー 1真空燃焼試験

J~.~己実験が能代尖験場で 8 F1 2 1:1 11時40分収火

で行われた. KM-Dは第 12号科学衛星EXOS-D

を市極軌道に投入するためのキ >7 モータで，同

j~iE の軌道条件を 1前たすために特に高性能化が要

ボされている。その~mとしてノズルスロートプ

ラグ式点火f'u:'こよる後 }j新火 h 式が探られており，

f止 fiji丙の点火竹を放出することによりモータの構

造屯量減が図られている。ノズル位にシアピンで

止められた門似上に取付けられた点火総によって

主推薬に着火すると，流れの圧JJによってシアピ

ンが切断されて点火誌は円板ごと外部に排出され

る。昨年 1 1 月 l止ぴ本年 5 月にイイ曲'夫験を 11 い燃焼

及び fil 祖II は正常に行われたものの.円板離脱時の

内圧降下による一時的な Uj，j自え現象.焼定l人I FF.以

下での yアピン切断可の tMJ世jが発見され，それら

に検討，対策を 1111 えた結果本号機てす町山|の成果を

得たものである。:与真は同袋 JI を外から見たもの

で.九火のあいた円版中央に内 I;・l きに占火器が取

f-jけられている。(松尾弘毅)



*ベヰトレータ一発射実験はじまる

8 )J 20tl より 26 tIまでの 7 tI問.能代ロケ y ト

実験場で;AI 11111ベネトレ-;1一発射実験がhわれ

た。ベネトレ タ と Il ,::,M (1~j)t'.)を同 l!ilする

探有機から必M. (l骨Jn .&11!iIてへ科?機慌を;没 llq

するための仰 JL 状の川 Sll'UIJlenl carrie ，である。

これは特に将来の n 本の1' 1 t7i 1WI 血lにお L 、て Hfiji

に I也b~~1 や熱流1k rll を設 ill するための有力な武 2:;:

としてその開発が明まれているらのて'ある。

ベネトレ ターは而速度で必足(1申 i It'.)表而に

衝突するために、これがはたして壊れる事なく天

体の内部にもぐリ込むかどうかを訓べる半がペネ

トレーター開発の第'))1である。むぐり込む I止さ

は.ヘネトレ-;1ーの衝突述 IE ，質 iIL 衝突角度.

先端の形状などの他. T$J 己表面物質の ))'7 びJ1t:f1

に 1N f1 すると巧え句れる。従 4、は l白 f予 15 ミリ f~ .J!X

のモデルによってヘネ卜レータ のもぐ I) 込み性

能力、前 iべられていたが‘実物大モデルを使った'k.

験が笠!まれていたものである。

今回能代実験場に設;巨された高 J±.~~\ を 1~ った

ペネトレータ一発射装置を用い. Him 表層を校擬

した燃 (j(J 砂にペネトレーターを j~i: 失させる実験を

(表紙カット・出版 内川右武)高野実験主任の

もと Jjy". J!II"i'・の研究者約 20 人が'.ISまって実地し

た。実験は 'Li- U: 卜ーにみるように成。 I) 1mに終了し

直径 12cm ，質-t ll: ..f: ~JlOkg のヘネトレ-;1ーが衝突速

度 150-22001/ 抄.衝突入射角度 50J~ て'lfyl ニ衝突

した場合， flJ径約い n ，深さ 30e'"のクレーターが

つくられ，ペネトレ-;1ー先端部が約 1 III の深さ

にもぐり込む中が観測された。今後.先端の If~ 状.

速度下綿々のハラメータをかえた尖験が行われる

千定である。(水谷 {•)

*9 月実験の飛朔前テスト

lIf， fl161年度;11一次観測ロケッ|実験の)1i1J;1 1 ，i'J，i;(

験が 7JJ31 F1に.はぽ終了した。 5-310-17 \~機

は伐 IHl大気光 (AGL) を観測する。 ~lJ，}l試験'i'，

CI部に大きな振動共振が発見されたが.そこは笑

験主任の刊断により.ブェイ/トとカウンタアタ

:;7 で切抜けて.試験を iii 九部 lに進めた。このあと

5-310-17~，;機は 8 月 25 LI に段終本 i;l l を iT い.日 II

III-I 古1\: 1'1 '-11 ロケ γ トにして 9 H6n には I 宙6Hスタ

:;7 による打上げとなる(-，じである。また K-9M

78号機実験的J4挑戦となった K-9M-80 り機は.

t苔岐観測装iUにイ、具合11崎所が発見され.修復に時

IgJがかかるため今次尖験でのHI げは 'I' II された。

()d:.'; 勉)

*研究・管理棟の建設進む ー相模原一

相十佐原キャンハスでノイ/の·ill物となる研究

官 )11'.1出( ，、わゆる A 似)はー 3 月 lこ ~YiT.L ， 'l'く

も jJ~1·J· tl; hが始まりました PitUJ， 8 川水には

5 附まで， 10月末にlU:上附まで鉄-\'J が紺I I リ.そ

の大さきが実感できるよヲになるでしょう。 9JJ

上旬には仕上げ-.L白"が発注さ i t. 621ド 10H の完成

を H指して」ンI~は急.ヒ y チで進められます。完成

時には下の|χ!のよフなf:'.i:存をあらわすことになり

ます。(稲本敬制)
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ISEE-3(ICE)

I j':術科学研究所北山正信

もともとは、 ISι ト.:/リーズの 3 サ機として.

地球の術磐t止の，)il lidの Jt!!i求、|寸予の ¥.J 240 仙のとこ

ろにある地f五と太|場の I; I 力の釣り合うラグランジ

ェ山、のまわりを回リ.太陽 }"lのモニターをしてい

た。(この軌道は，天仙のぼ!の光輪にちなんで ハ

ロ 軌道と 0'1ばれる。)それが.お家の 'I'↑~l L あっ

て，地球般公園尾部のJt伐の i去(こ il b 米探伐の

官1械で与あった l ， !t止 wの叫I: J1i 採伐という輸紳ff に

立った。この間.ジェ y ト 1噴射して軌J芭修止する

こと 15回，月とのスウイノグパイすること 5 I"¥.

ことに段後円スウィングパイでは月 1!Iiとの離島 1U1 0

km といヲ 77 ロパ y トを而 i じた。この軌道 .11 切に

は約 l 年かかったという。

ジヤコビニ ヅインナ-.tf: H との ~i :m j止では.

!:\'H のまっすぐ後ろにや II びるプラズ 7の地の 'I' に

突っ込んだ。そして.この l己がfJ1 1かに十.;E; J,¥./l¥J:2:IJ¥J

の他地iが聾 )1' に捕飽きれてできておリ句 2 つめ似

刊のi♀ったロ プを L つニと.そのロープのHlJの

yート状の領域には屯流が流れていて"晶、l宣の I，:，

い 477たいプラズ7が閉じ込め句れていること主ど

かわかった。 1+1常法があると干怨された官1岐には.

はっきりし た l~i懲法はIfイ1・しなかったが. JI ，'，出に

札れたIiliJl!<が広が

っており.寸土ft!外

に JJjエネルギの

イオンがfUel る

こともわかった。

また，以前より卦

}I\ が r iりれた ts だ

るま J と表現され

たことを.~~付ける

よヲに，イオンの

観il!lJから水を主成

分とすることもわ

かった。

この憾に. HJ，世

6

r， 柏 IS I-: I ・ -:1

(JlHt"r' l1血 llunal Sun ー EarthιxpJorc r)

llH 主グ〉スウィングノぐイグ) (圭 lニ、 ICE

(ltller'ntllionalComet.ary I 叩 I ()1'0r)と改名

·IT'·, 1".1r"~)j H I リ 78"1'8IJ I"U
， I ち|げ J，l.; J也 ケネディ -'j': Ti i センター

ハロ帆泊カりの両院脱 1"8""1'6rJ10U
以後のスウイングノ〈イ 198~{I'·l :G '122 r1

ンベコヒニ Y イノナ _'!.~ll'· 段拡近

198!i {1 • 9J!IIU (7ROO"m: fl己II! IJ)

ハレー J\.JI~.H 桜近

1~'HG' r.:l 1)"811 (約:10<同Ji km :1，;，陥剛)

観測弘;五 k防風フラス?分Iii 出;

フラズ?象It成分析出

ヘリウムベクタ 雌 )J III
フラスマ Wi !l" iJJa ドl完結

I~'~ エネルキーフロ l、 J 制3仁 ~;i

'.-ll. i世 ;l lll'， i二日出

Il l.エネルキ j····lii 判!JII] 定器

'-j<'Ii i叫しfJl.エネルキ一五「測定 ~ii

'I'エマ、ノレキー j':'lii 料!;llI Jj ，L叫

1¥:1_1':.ネルキ -'J': 'd i制 iJll J 定日出

:1;J.: Jじ』弘法 7γ 、一

'('Ii i糾 I t!: (川 Iii 出

Y組Fぐス|柏 ，'1\ ~i~

しながら 3 つのミソンヨンをこ主してきた探存機

であるか句 2012 年 7 J]30 1clに Ilj ぴ地球に政接近す

るときには.凶以されてp!j.物館にめでたく隠 'I'; す

るとのことである。(きたやま・まきの.;， )
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中国で気球を追う

宇宙科学研究所 狛 Itt!
5王ム

今年より n 'I'共同気球観測実験が中凶科学院の

卜i/Ji天文台，繁金山天文台， 2問料ザ技術中心と

の協力のもとに始まりました。この計画は鹿児島

の内之浦町で気球を放球 L. 中凶上海.南京地|メ

て'観点 'I ll:，を回収するものです。

私と野 U正男，松坂幸彦の三名は中国fP. II の気球

追跡と lul Jlj(を補助するために上海にわたりました。

上海天文台の以上に可搬唱の 2m 世ハラポラアンテ

ナを侃え千 l け J1U としてくる気球を待ち構えるわけ

です。上海大文台は市街地の由に少しはずれた所

にあり. うだるような持さの中，この屋卜に立っ

と，来事 f しいピノレと古いレンガ造りの家々を眺め

ることができます。*， kの並木の l品lには往来する白

申μIi のii平れが見られます。この屋上の真干の部保

に受 {a 機，データ似品 ~j ?，S:.計的機等を設置し~1I

話もつけてもらいました。壁には祭ドト IOTO の

大きな丈字と共に上 ini. 南京地区の大きな地 l泌が

i出句れ. II~ んでくる公f;J<の航跡を真 II 々 J111 けるよう

になっていますロ隣りの古 1\£ は南氾(ナノフォイ)

追跡、センターや lui 似腕との!H Iでトランンーパーに

よる述絡を行う上海指令センターとなり，多い l時

で14 名ほどがつめていました。

.fl. 速の受 {rf 設備の根材iIも完了しましたのて砂崩氾

の追跡セノターへ見干に行きました。上海の lh 'l'

て'は歩行者より自転車. 自転車より向動!I iが優先

するとい 7 力 [M! f長の交通ルールを既に身をもって

剖l っているにも拘らず. Ili 氾に luJ う問中足が向然

とプレーキを跨むがごとく力んでいます。特に車

と Jli とのすれ i畠いは曲芸のようなものて e正 Illi 1酎突

大気疎追尾移動観測車
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するかに見えては巧みにかわし合います。ガイド

プ~ ?には運転手は特殊技能者で給料は良いとか。

迫跡センターは農場の建物の-11[\を 111 り.追跡、

liEn の肘住も絞ねていました。 '.L/J' iで示すような

欠球追跡、移動観測.if!があり.半径 500km 以上の距

離から気球を追尾できる能力を持っています。又

出力 10 則的トランシーパーで上海はもちろんのこ

と回収liE.北京とも交伝できるとの$.小さな放

送局のようです。このセンタ では 1m 盟店(チァ

ンヤーチェン)先生をト y プとした 14;}' ，が気球の

追跡\制御を行うとともに回収庇に指， j、等を出す

事になっています。

7H25 1:1毎 tl 私達をホテルから J<文れまでi基迎

してくれる孫( '/ァウム)先生が似しそうにして

米ました。 1庄の身振りから無言I'，気球が放球された

4~ を知l リました。

12時45分、距離 600 kin ，人!惑あり。何くの IH] フ

ェージングのため受付できたりでき〈よかったりで

したが.時尖に近づいて来ました。 21時30分札州

向に[-隆司 0 時 3 分観iIJlI?~は気球より切り離され

fiUI、 I "j の l軒西40kmに降下しました。このn日日本.

南il'. 回収liEとの連絡は多忙をきわめました。世

日には凶収I!lが観測掃を無4>回収してもどってき

ました。皆と幽いJ匡手。夜中じゅう探井、し蚊にも

さされ本当にご苦労様でした。

7 月 30R. 2 機目の放球が行われ，無~，:回収す

る~ができました。いずれの気球も飛行距雌1 • 1∞

km を超え誕事lulij)( されたわけです。

8 月 2 日.全関係者の参加したハーティが{起き

れました。総勢60余名，上海兵文台長 川{イエ)

さん L みえて盛大なハーティとなリました.ハー

ティも半ばを過ぎると叶さんの音~Il て・乾;;Ii (カン

ペイ)。そして次々と私達は乾盆の祝悩を受けまし

た。アルコ ル551主的向柑(バイチュー)をその

l主飲み乾したのを硲認し合いながら。相手は多勢.

完全に心地よく百年ってしまいました。

(こま・ゆたか)



動車に 世界各国の惑星探査計画

シャトルその他の~，放てにアメリカの宇宙|制発

剖 I'''iは近大な巡れを生じています。特に科'j 同 (I'j

のミッションは大きなダメ ジを受けているよう

です。さる 7 月 3 -4LI に 7 ランスのトウーノレー

ズで聞かれたコスパーへの報告の "I'から，各|到の

月・銭円，探'l'i: ci-j-[面だけを取り出してまとめてみま

した。

<月>

アメリカの Lunar Geophysical Orbiter はす

でによく知られているものだ古九 とりたてて急い

で実現する見通しはないようである。ソ速にも月

の極軌道衛星 ~I一副があるが.他の惑星ミ y ション

に比して優先順位は f止し、。 21 刊紀をめざすものと

しては，アメリカの月有人計阿がある。

<金星>

アメリカの 7 ジェラン引I" ij は，口:cに認可されて

いる金星"'7 "//守一ミ y ション。シャトルに|二段ロ

ケ y ト IUS をつけて.多分 1989 年頃に打上げられ

るだろう。

<火星>

1990 年頃の打上げを目標にアメリカの火 Jl~ 観測

機 (Mars Observer) 計開 iが認可された。榊忽だ

けのものとしては，火 11~ ローパー/サンプルリタ

ーンや火星側地 )Y 11\ 陸船などがある。フランスが

ソ辿と協力して 1994 年に約上げようとしているヴ

ェスタ 11"1 匝i (後山)には.その一以として火 1~ 才

一ビタの政山が含まれている。ただしソ連は 1988

年に火 jl-~ の i軒町 1.7 ォポスをめざすミ y ションを打

上げるイ'定である。 6Qc m くらいのハラボラを搭載

した小さな探有機で，フォポスにかなり近づいて，

レーサーやイオノのビームを m ，、た aCtive な分析

をやるようだ。ヘネトレ-:7もヰえられており，

b う 1 つの l~i ljJデ モスに行くことも検討されて

いる.なお， 21世紀をめさして，火星街人ミ y シ

ヨンをアメリカ・ソ i主・ヨ一口 y パ・日本の協 }J
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でやろうという i \:大な提条がなされている。

<木星>

ご存知アメリカ・ヨーロソパのガリレオ計開は.

太陽極軌道 ;;-1 匝iユリシーズと共に， ンャトノレとセ

ントーノレの組合せが手 IJ用できなくなったので見通

しが立っていない。タイタンー 34- 07 を使うとし

ても早くて 89年-90年になるだろう。

<土星>

米欧共問の「カ'/:/ニ計画 J は.土鼎オーピタ

として 17例の機器，土星の衛星タイタンへのプロ

プとして II個の機器を積む大がかりなもの。打

上げは 1994年を白標にしており.打上げの 2 -3

年後に小惑星フライパイ、 3 年半後に木星フライ

パイを経て 7 年半かかって上星まで到達しようと

いう計画。土 'l~ オービタ となって 4 年のミ'/:/

ヨンガ命が見込まれている。

<琴星>

アメリカのCRAF言|幽は 1992年n 上げを目ざし

1996年12月にテンベル 2 慧尽とランデプー，つい

て'小惑星ヘスティ 7 ， "ロートラをねらう。アメ

リカは他にも般討中の皆星サンプルリターン計画

がある。ヨーロ y パIi ， まだ60%の 31 音量が生きて

いるハレー探査機ジオ y 卜を他の普r.したとえば

グレ y グ・スケレランプ蓉昼に rfl] けることも巧え

ているし rカエサノレ(ンーザー )J という別の主主

星サンプノレリターン計画も検討中。

<小惑星>

アメリカもランデプ-~十両がいくつか山ている

が，和!といっても 1994年発のソ仏協同計画「ヴェ

スタ J. 火坐オーピタ(ソ， 240-400km極軌道)，

小惑星フライパイ(仏)，ペネトレータ(ソ)を含

む函j羽的なミ y ションになるだろう。

(文質的川森立)
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\会出 EF宙 団体ロケット 一推薬(1)-

現!刊の固体tff，薬は，酸化剤として過I晶表酸アン

モニウムの粉末，燃料としてアルミニウム粉末が

殆んど例外なく用いられ，これら粉末を仙紙百I) と

よばれる合成ゴム 1·1' に悦合分散させたもので，一

見消しゴムの様な性状を単しています。

これらま成分のうち， ~fに lfi嬰4・ 1.1) きをもつの

が粘結青IJです。それというのもこれは燃料であっ

て阪れた燃焼刊能を持たねばならないことに加え.

X燃焼牢内の高圧ガスによる政雑で大きな比、力に

耐えるだけの機械的性質を備えていなければなら

ないからです。 1まれた燃焼性能として高い比推;1

をLl l(すためには85%前後の非常に向い書1\合で粉末

成分を悦ぜ込まねはなりません。訓合は兎も灼.

両主化剤と燃料を粉末 I ，;J 心て114令すること自体極め

て危険ですので昔 i凪のコ'ム製品を判る様に，t ゴム

にこの版な粉末を糾i I) 込む主ど;I'IJ政危くて出来ま

せん。そのためこの糾り込み1M刊のl時は料1結期lが

どうしても液状になっていなければ具合が悪いの

です。そこでゴムの高分子としての性質をうまく

利用してやるのです。

高分子とはいl じ原子配列が繰り返し長々と述な

り、成l立 1叶々で分山止を山してやII びている JI 出に分

一千五lが大きい物質をいう訳ですが，これらがお II

に絡まり介ぃ出J きがとれない状態では物質は幽休

として晶H~r: うことになります。しかし，これをズ

タズタに切って分了を制かくしてしまえば方にこ

すれ合う位のことはあっても動き luiれるように主

ります。こつなると液体としての·rl 質が出てきま

す。そこて中占結剤を液状で抜うためにこの逆のi

Hili を踏んでいきます。つまり今J立は適当な長さの

分 f を持つ液体の状態から山発 L. この状態で粉

末状成分を混ぜ込み，その後でこの液状ゴムの分

子を相互に結びつけてやれば，粉末成分が繰り込

まれた田形ゴム状の椎薬がIJ II 来J るのです。この

液体の状態肉料1結斉II をプリポリ?と III んでいます。

このプリポリ?の分干をli.に結びつけるために，

その分 f の端にいれば干に相当する反比、性に出む

原干集凶(末端~J;)をつけておきます。そしてこ

れらを述結するには，この末端Jよと中II刊がいい手

を二本以卜もっている分子を加え司これをやI'立ち

として統計主しして緊げてやります。この先日怖反応

は適当な触Ifl:や以度条件で望ましい4さでi並行さ

せることができるので安全倣笑にこの出合凶化的

ム般を進めてやれます。とも角，混合 II] 後はドロ

ドロの状態ですからいろいろな形や大きさの谷 r.f:;

に流し込むニとができます。例えば直墳で内面燃

焼モータを刊るには，内 1(11処理をした燃焼ヰケー

スのr.[. 1j (に~y. i1ti] を成刑するための 'I' r を立ててお

き，肝叩J 凶化の後これを抜き取ればいいのです。

ーヰト~i 011 一 秋葉鍬~D1\

(品

ブリポリマ 架偽剤l分予

!日
一」

殺体

参害園
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lei
固体



宇宙線観測こぼれ話

宮崎友喜雄

1955年 12 r1 12H の午後であった。*.i m: 技術研究所内

糸川英夫教授が株式会社科ザ研究所板怖分所内にある

宇宙線研究宅に fl. を尋ねて米句れた o 1953 fJの本から

やり始めたロケ y トに閲する実験が進捗し. 1955 '1'ーに

は AUII できるよヲになったので そのロケ y トを使っ

て宇宙線的観測をやってもりえないであろうかといヲ

お巾 L:+: て--J) った.

戦 Ijij か句戦中にかけて‘財団法人疎化 γ 研究所仁科

研究室ではこ 4 副総の附究を行ってきたが.械後 PI!. 611 が

l吋同法人を桝体され 掛、式会引料ザ研究所に変 1(. さ札ー

仁科芳雄村民が逝去されるといっ I品想的状態にあり

1 回線的研究が続け句札るかどうか危ぶまれる時であ

った。しかし刊料 tl'J胤悦て討 tめられよフとする ltil 際地

味観測年(I CY) に Jj いてー rtil 際的に民絡が統ーされた

中In J (-».び中性千 7 宙線 ~I による連続税制 l を災施し

更に南極地域におけるご f:W' 線観測を行うことになって

事情は ました.大きな l吋家的事業であるため政府内

f骨が JI-I~. されたが.除式会社は政府内一(-骨を山傍受

けることはできない。そニで文部省は名肯以太一/司 l~Lt

部門依蝋によって科研が鋭 H則合実施するということで

諸般の単仰がれわれている時であった。

ロケ y トを川 I' 、る観測は全〈新句しい分針であり

いささか vm されたが.地球外雫 J尚に存仇する"宙綿

については全くよ知て.~ J)I) ロケソトを J円、、る観測に

は大~~.魅 )J を感じて参加を決意した，人都であった.

生産研でベンンルやベビー的実物を見せて In いたり

鼎線による情鰍 {μ 述内 Ii: 式などについて教-，、を受け，

f滅的て幼有 l なi!l tjjE 茨近による 'j'; 凶組観測を Jt 剛した.

-I 、 ptlJ で軒 -:I( て4あってられ tIl 刊の l~-:J \，、装泣てヘロケ y ト

発射時同大きな衝撃に耐えねばな句ないという ι ので

あった。「時は Ie は勿 'J ，1i面のことトランジスターもなく

4ZZE 告や川式な部品を使った並走 ii'.:て "， h ったため川 t~1 1I

)JL 大きく円しいf1';(iであった.実験宅内で数多くの

テストの後 1957 年 9 H K-4~'! ロケ y トによる実験が行

われたが.ロケ y ト発射後数秒で観測が跡絶え失敗で

あ勺たが こ何時に件られた経験を生かして行われた

1958年 1111 の K -61~ ロケ y トによる実験はICYの期1m

内に伴られた 1此栄であった.かなリ刷、、即WI\にここま

でやるニとができたのは 'Ulf を主体とするロケ γ ト観

測体制であり.参加者の ;':;'1>な協力向成米であると Jι

っている。

地上から'J~射するロケ y トによる尖験と 'U'.行して 19

56年 4 rIか句ロックーンによる観iIll1 グループが充足し

た。よく匁l 句れているように也lillil ロケ y トを大引気球

て'大気の rn 上附近まで浮遊させ.そこでロケ y トを発

射するというむのである.大主Wi上附近の°j_;'1山総を調

べるために大司'~~、球に:￥点乾板や井純il!'l定装訟を h~ し

て長時 I~I浮遊させ-;'(;下傘で回収して研究するという }J

法がと句れていたが.ロケ y トを1:'やで発射するとい

うのはアメリカでや句れた以外皆慣であった。特に大

!llj的プラスチ y ク気球を肱球する ti'術はむづかしく，

ロックー/グループは風向 }j lilJ に船を定勺せ風速を 0

として放球する尖験を東京的外で行った。 1956年 9 月

以組内向波風丸をIMrJ して実験したが，船速が+分で

なく.また船上向スペースに制限があるため満足すべ

き成以は叫句札ずー専ら池上から内政球に \Ij.念するこ

とになった.数多くの千備テストが地上県本l-io.茨城

県館野町品附公製台，法城県五拙Iなどで行われた後.

1961年 6 r1討議県lι駁て~:;: 4~~によ I) 105 粁までの観

測ができた.その後ロ y クーンによる実験は打ち切片

札たのは残念なニとであった。しかし宇Hi科ιγ foIfのよ

公球部1"1 では新らしい気球T..干の研究が続け句札多〈

的r北米を仰ておられるので.もう-Ill'ロ y クーンを考

えてみたらどつであろうか。

ロケァト実験は K-6 に始まリ K-R. L-2. 1. -3 ーと

いヲ則(，序で次第に k明化 L. 刈 Ill' L 卜げられ.観測項

目む増加した.そして 1971 年 9 H28UM-4S による第

l 号科学術黒山 しんせい"による j': ，h線観測ができた

のであった.

也.J. \，、起すと 1955 年 12 月に初めてロケ y トによる 'j<Hi

線観測のスタートをしてから. 1958 年 II )jやっと 50 粁

足らずの観測に約 1 年。 1971 年 9 H の しんせい に

よる観測まで 13"1' かかったことになる。今や U 本町 1

店主 IHI 研究もすばりしい述皮てコ辿脱しているニとに，レ

か句のお Ji!.-u を巾し」ゴ f. この刊 14よいこぽ iれ!if;をを Aきり

ます.何事 L 先鞭をつけるのはむづかしいことである

ニとを改めて且 Iい知句されています.

(みやざさ ゆきお)

/ヲ云\ ，、レー傑立の成果的一部が『研究紹介 J

ノ量 \1 に.はるか中同大附へ拶を辺んど大気球

¥Iltd 己 l は『見 ef t' 凶北」にーそして 301la 'I 式典を

¥---../ 抑えての興味あるこばれ話を「いも焼酎 J

にーーノぐラエティに涼んだい rtt となりました。式典

をステソプに. スクラムを五主々 カイっちりと斜 lみたい
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